






Temperature Distribution on Electric Surface Sparking. 
Hiroshi KATAGAWA Tadao IKEJIRI， 
In order to study the surface arc-resistance characteristics of electric insulating materials， it is 
necessary to derive theknowledge of deterioration process， hence， it is also important to study the 
temperature distribution on surface electric sparking. By the burning of electric sparking over the 
glassplate coated with organic membrane， accordingly， we examined the temperature distribution. 






























































































































































































































































C. O. 3/，f 
R. 2 Mf! 
o 
~ 




































































































































CD i!事白色 @雄白色 @汚茶色 @茶褐色 ⑤薄思褐色 @漉黒縄色 @暁け跡
一一加町句同ト












o 0 0 ('¥ 
。
















































































































































































































































































































































































I r ED 1$ 
t ι -'舟) ~・~ /l，屯腕
Y 、、~新しい附跡/¥





























































































































































































































































5 泊の数 (11). 
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8. 結語
以上各章に於て述べた如く
沿面火花放電による温度分布
の概略を知る事が出来，.ELっ
それ等に関係する諸因子につ
いても検討したo一般に沿面
火花の温度分布を任意の箇所
任意の時刻に於て測定する事
は極めて困難で何れも不完全
な測量技術によっているo 現
今電気絶縁材料の耐弧性の問
題に関連して，放電に伴う温
度上昇分布を求めることは，
その耐弧能劣化の過程を追究
する上に極めて重要な基礎的
事項であり以上の諸実験によ
り，これ等の幾っかが解決さ
れるものと考えられる白
最后に本研究に対し終始御
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